
ＪＲ東海労ニュース
新幹線の安全確保に向け
谷口衆議院議員と意見交換！
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ＪＲ東海労働組合

２月13日、ＪＲ東海労

はＪＲ総連と共に、公明

党労働局長谷口衆議院議

員を訪れ、新幹線の安全

確保に向け、意見交換を

行いました。管理者によ

る点呼時や添乗中の試問・パワハラ、病気療養中の社員に

対する人権を無視した強権的労務管理について説明し、人

権と安全がないがしろにされている実態を訴えました。

谷口労働局長は、運転室でこのようなことが行われてい

るとは全く知らなかったと驚愕しました。「これでは乗っ

ているほうはたまらない」「運転士をペナルティーで縛ろ

うとしている」「そ

れでは運転士も苦痛

である」と感想を述

べました。そして、

「何か出来ないか相

談する」と、私たち

の訴えを聞き入れて

いただきました。
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